
川合地区 防災意識調査
H29.10月度川合町定例会にて

組長・役員等、73人に防災に関するアンケート実施

＜アンケート助言＞静岡大学 池田恵子教授
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男性（28名）

チーム川合 芦口益枝・池田理沙・高柳透・三原恵子



川合地区 防災意識調査
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子育てや介護で自宅にいると答えた女性が多かった

男 女

73人中28人が自宅にいると回答
昼間災害が起きた時、60代以下の女性が協力しあう必要がある。
そのためには女性も災害に対する備えと知識が必要！

【平日9：00～17：00自宅にいる人】

＜アンケート助言＞静岡大学 池田恵子教授



Q.防災倉庫の中身を知っていますか
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女性の６割が知らないと答えた

男 女

水や食料の備蓄が倉庫にあると

勘違いしている方も

防災倉庫の場所は今年度1ヶ所
から3ヶ所へ
倉庫の中身はポンプなどの機

械、用具、テントなど

避難所にある、毛布、食料、
水、医薬品などは最低限の備蓄

しかない

73人中38人が防災倉庫の中身を知らないと回答
現状は、水、食料、介護や女性、子供用品などの備蓄は家庭で

準備が必要
倉庫の中身は男女で話し合って決められると良い



Q.災害直後不安な事はなんですか

家族との連絡が

とれるか, 36%

避難のタイミングがわからない, 33%

自分自身が避難

できるか, 21%

避難所にペットを連れて

行けるか, 10%

災害直後は、自身や家族の安全確保が最優先



Q.災害後の生活で不安な事はなんですか

被災後の食事や水の確保

27%

避難所でのトイレ

25%

被災後の健康と医療の確保

16%

被災後の生活費の

確保や生活再建

17%

被災後の片付け

10%

乳幼児・介護のおむつ・女性用品

などの確保

5%

応急救護、物資等の情報収集など
普段の繋がりが重要



チーム川合がやってみたこと① 視察・勉強会へ参加

若松町町内会

袋井
もうひとつの家

駿河区女性防災

住民図、防災施設図を町内で作成
地域のスーパーと防災協定

困った人と助ける人をマッチング
「周」という地域通貨を使い、
気兼ねのない助け合い

防災アドバイザー岡部梨惠子氏
の講演会
今すぐ使える防災グッズの紹介
ポリ袋で作る非常食

女性防災
リーダー養成講座

現場における多様なニーズ
最新トイレトレーラー
防災講演会で安政と明応など
過去現在未来の東海地震について
学ぶ

H29.11

H29.9

H29.9

H29.10

H29.12

地域の防災
女子力パワー

アップ講座

地域防災において男女共に支

え合い活動をする体験講座
避難所運営ゲーム
防災レシピ調理



子育てママのための防災講座の開催
普段の繋がり 顔の見える関係になる為に

11月8日（水）
「子育てサロン☆たんぽぽ」にて
講演「ママバッグに防災の意識はありますか」
（講師：女性会館館長川村美智さん）

コンビニ袋で作る簡易オムツを作り方
（講師：メンバー芦口・池田・三原）

＜ママ達から感想＞

 ママバッグの中身を意識して、
防災に備えたいです

 お話がとてもためになりました
機会があったらまた参加したいです

 とてもわかりやすかったです
家でもオムツ作ってみます

チーム川合がやってみたこと②

地域のボランティアさんも参加



☆女性目線の防災講座を開く
「平日昼間に被災したら」の避難訓練
家庭で出来る備蓄品の準備、防災グッズの紹介
防災レシピ調理の実践

平日の昼間、在宅率の高い女性こそ倉庫の場所や中身等を理解し共有したい
そして、防災に対する意識を底上げしたい！
まずは、昼間いる女性たちが集まって顔の見える交流をすることが、いざと

言う時の助け合いに繋がるのではないか

私たちの提案


